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平
成
28
年
度
の
当
協
会
定
時
総
会

は
、6
月
4
日
午
後
2
時
10
分
か
ら
、

仙
台
市
青
葉
区
の
仙
台
市
福
祉
プ
ラ

ザ
で
開
か
れ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
司
会
の
中
塚
仁

執
行
理
事
が
、
出
席
者
と
委
任
状
で

総
会
成
立
の
定
足
数
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
。
大
場
尚
文
理
事
長

が
「
芸
術
祭
等
に
み
ら
れ
る
各
分
野

の
独
自
性
と
多
様
性
は
芸
協
の
大
き

な
資
産
。
平
成
28
年
度
は
資
産
の
更

な
る
蓄
積
を
目
指
す
と
と
も
に
、
引

き
続
き
会
員
の
拡
大
に
も
取
り
組

む
」
と
あ
い
さ
つ
。
議
長
に
選
出
さ

れ
た
絵
画
部
の
及
川
英
之
部
長
が
、

大
場
理
事
長
と
雫
石
隆
子
執
行
理
事

を
議
事
録
署
名
人
に
指
名
し
た
。

　

最
初
に
、
報
告
と
し
て
「
平
成
28

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ

い
て
」が
執
行
部
か
ら
説
明
さ
れ
た
。

　

議
事
は
「
平
成
27
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
」

と
「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
の
2

件
。執
行
部
か
ら
の
議
案
説
明
の
後
、

質
疑
と
採
決
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

大
場
理
事
長
を
再
選

新
役
員
体
制
決
ま
る

　

定
時
総
会
終
了
後
に
開
か
れ
た
本

年
度
の
第
2
回
理
事
会
で
は
、
理
事

長
・
執
行
理
事
選
定
規
程
に
も
と
づ

く
投
票
に
よ
り
、
大
場
尚
文
理
事
長

と
5
人
の
執
行
理
事
が
再
選
さ
れ

た
。
定
時
総
会
及
び
第
2
回
理
事
会

で
決
定
し
た
新
役
員
体
制
は
次
の
と

お
り
（
敬
称
略
。
太
字
は
新
役
員
。

カ
ッ
コ
内
は
担
当
）。

【
理
事
長
】
大
場
尚
文

【
執
行
理
事
】
雫
石
隆
子
（
総
括
）、

池
田
僊
雲
・
佐
々
木
光
一
（
財
務
）、

中
塚
仁
・
渡
部
勝
彦
（
事
業
）

【
理
事
】
岡
崎
宗
豊
、加
藤
伊
佐
雄
、

亀
井
文
行
、
後
藤
大
峰
、
桜
井
忠
彦
、

佐
藤
皖
山
、
佐
藤
淳
一
、
清
水
道
玄
、

菅
原
宗
初
、
西
村
一
紗
、
橋
本
昌
彦
、

坂
内
佳
禰
、
吉
田
利
弘

会
員
が
力
を
合
わ
せ
て
宮
城
県
の
芸

術
文
化
振
興
を
担
っ
て
き
た
歩
み
と

い
え
ま
す
。

　

近
年
、
芸
術
文
化
に
対
す
る
理

解
が
深
ま
り
、
国
の
文
化
政
策
も
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
芸
術
文
化
を
起
爆
剤
と
す

る
地
方
創
生
の
実
現
を
図
る
方
針
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
と
し
て
も
、
地
域
の
方
々

入
会
申
し
込
み
が
す
で
に
50
件
を
超

し
て
お
り
ま
す
。

　

私
達
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い

た
だ
い
た
賛
助
会
員
の
皆
様
と
手
を

携
え
て
、
会
員
の
皆
様
の
芸
術
活
動

を
基
盤
と
し
た
地
域
の
活
性
化
に
、

よ
り
一
層
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

6
月
4
日
に
開
催
さ
れ
た
定
時
総

会
・
理
事
会
で
、
再
び
理
事
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。
改
め
て
身
に
余

る
光
栄
と
感
謝
し
、
ご
期
待
に
添
え

る
よ
う
全
力
を
尽
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
協
会
は
創
立
53
年
目
を
迎
え
ま

し
た
が
、
こ
の
歳
月
は
「
郷
土
の
芸

術
文
化
興
隆
の
奉
仕
者
に
な
る
」
と

す
る
創
立
以
来
の
崇
高
な
精
神
で
、

と
芸
術
文
化
振
興
へ
の
思
い
を
共
有

し
、
幅
広
く
芸
術
活
動
を
支
援
し
て

い
た
だ
け
る
仕
組
み
作
り
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
視
点
に
立
っ
て
、
昨
年

度
か
ら
賛
助
会
員
の
拡
大
に
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
お
陰
様

で
新
年
度
に
入
っ
て
個
人
の
方
々
や

県
内
で
活
動
す
る
多
く
の
企
業
か
ら

ご
賛
同
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

【
監
事
】
岡
本
勝
、
佐
藤
光
郎

平成28年度
定 時 総 会決算・新役員を承認

第２回
理事会

芸
術
文
化
の
力
で

地
域
の
活
性
化
を

―
賛
助
会
員
と
共
に
―

理
事
長　
大
場　
尚
文
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〈
は
じ
め
に
〉

　

俳
句
の
「
俳
」
の
字
は
、
人
間
が

二
人
背
中
を
合
わ
せ
て
お
ど
け
る
と

い
う
意
味
で
、
俳
人
と
は
滑
稽
を
基

礎
に
言
葉
（
詩
）
を
作
る
人
で
す
。

　

昭
和
21
年
、
当
時
東
北
大
学
助
教

授
の
桑
原
武
夫
は
、
短
詩
型
で
あ
る

俳
句
の
限
界
を
指
摘
し
、
糾
弾
す
る

「
第
二
芸
術
論
」を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
俳
人
は
俳
句
を
見
直

す
き
っ
か
け
を
得
ま
し
た
。

〈
鑑
賞
と
作
品
紹
介
〉

　

子
規
を
例
に
す
る
と
、
句
の
表
面

の
理
解
は
容
易
で
す
が
、
背
景
を
知

る
事
で
、さ
ら
に
深
み
が
増
し
ま
す
。

　

潮
騒
や
瓦
礫
の
上
の
天
の
川

細
田
桂
子

　

嬰
の
泣
く
声
を
力
の
三
月
来

石
崎
径
子

　

町
ひ
と
つ
津
波
に
失
せ
て
白
日
傘

柏
原
眠
雨

　

開
く
た
び
墓
標
が
見
え
る
揚
花
火

土
屋
遊
蛍

（
句
集
『
わ
た
し
の
一
句
』
よ
り
）

　

俳
句
は
世
界
最
小
の
定
型
詩
で
す

が
、
そ
の
世
界
は
無
限
で
す
。
俳
句

を
通
し
て
更
な
る
表
現
を
続
け
た
い

と
、
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
協
会
と
河
北
新
報
社
が
主
催
す

る
、
茶
道
部
13
流
派
に
よ
る
第
20
回

杜
の
都
大
茶
会
は
、
5
月
28
日
と
29

日
に
仙
台
市
青
葉
区
の
勾
当
台
公
園

で
開
か
れ
た
。

　

今
年
は
20
回
目
を
記
念
し
、
各
流

派
が
来
場
者
に
お
点
前
を
指
導
す
る

無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
特
設
さ
れ
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
来
場
者
は
新
緑

の
も
と
、
お
目
当
て
の
茶
席
で
お
茶

と
お
菓
子
を
楽
し
ん
だ
。
両
日
の
来

場
者
は
９
０
７
０
人
に
上
っ
た
。

好
天
の
も
と
杜
の
都
大
茶
会

　

本
年
度
の
絵
画
部
ス
ケ
ッ
チ
研
修

会
は
、
6
月
11
、
12
日
の
１
泊
２
日

の
日
程
で
実
施
さ
れ
た
。
今
回
は
１

日
目
に
秋
田
県
の
小
坂
町
、
２
日
目

に
青
森
県
十
和
田
市
の
奥
入
瀬
渓
流

を
訪
れ
た
。
明
治
の
鉱
山
地
帯
の
繁

栄
を
偲
ば
せ
る
旧
小
坂
鉱
山
事
務
所

と
康
楽
館
に
、
豊
か
な
樹
木
と
千
変

万
化
の
美
し
い
奥
入
瀬
渓
流
の
景

観
。
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
思

い
思
い
に
ス
ケ
ッ
チ
を
堪
能
し
た
。

参
加
者
は
32
人
で
あ
っ
た
。

旧
鉱
山
事
務
所
な
ど
ス
ケ
ッ
チ

　

6
月
4
日
に
開
催
さ
れ
た
第
2
回

理
事
会
で
参
事
の
推
薦
に
関
す
る
議

案
を
審
議
。
法
人
運
営
規
程
に
も
と

づ
き
、
こ
れ
ま
で
役
員
と
し
て
当
協

会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
次
の
方
々

が
理
事
会
か
ら
推
薦
を
受
け
て
参
事

に
就
任
し
た
（
敬
称
略
）。

▽
青
山 

兟
（
文
芸
部
）

▽
大
内
欽
二
（
絵
画
部
）

▽
牛
島
富
美
二
（
文
芸
部
）

▽
宮
澤
寒
山
（
邦
楽
部
）

【
彫
刻
部
】
▽
八
巻
正
弘
＝
角
田
市

【
書
道
部
】
▽
佐
藤
光
耀
（
栄
子
）

＝
涌
谷
町
▽
阿
部
蒼
龍
（
浩
明
）
＝

石
巻
市
▽
栗
山
克
堂
（
仁
司
）
＝
涌

谷
町
【
華
道
部
】
▽
小
原
流
・
菅
井

好
陽
（
徳
美
）
＝
仙
台
市
若
林
区
▽

古
流
松
應
会
・
佐
伯
理
雅(

雅
子
）
＝

仙
台
市
太
白
区
▽
清
泉
古
流
・
石
田

一
葵
（
モ
ト
子
）
＝
仙
台
市
青
葉
区

【
洋
楽
部
】
▽
菊
池
恭
江
＝
仙
台
市

青
葉
区
▽
庄
司
恵
子
＝
仙
台
市
宮
城

野
区
▽
髙
木
和
男
＝
仙
台
市
青
葉
区

【
文
芸
部
】
▽
川
柳
・
橋
お
さ
む
（
高

橋
脩
）
＝
気
仙
沼
市
【
茶
道
部
】
▽

江
戸
千
家
・
針
生
宗
由
（
ゆ
う
子
）

＝
仙
台
市
太
白
区

　

平
成
28
年
度
東
北
・
北
海
道
芸
術

文
化
団
体
協
議
会
の
総
会
が
6
月
10

日
、
青
森
市
の
ホ
テ
ル
「
ラ
・
プ
ラ

ス
青
い
森
」
で
開
催
さ
れ
、
当
協
会

か
ら
大
場
尚
文
理
事
長
と
白
鳥
良
一

事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

　

議
事
は
「
平
成
27
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
」
と
「
平
成
28
年

度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算

（
案
）」。
情
報
交
換
で
は
「
会
員
募

集
に
つ
い
て
」
と
「
次
世
代
育
成
の

方
策
」
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
交
流
事
業
と
し

て
中
村
流
松
鶴
会
家
元
中
村
虎
治
氏

に
よ
る
「
日
本
舞
踊
と
の
出
合
い
」

と
い
う
文
化
講
演
会
が
あ
っ
た
。

文芸部
（俳句） 高野ムツオ氏

「震災と俳句」
定時総会記念講演

４
氏
が
参
事
に
就
任

　
◇
新
入
会
員

青
森
市
で
芸
文
協
総
会
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新
賛
助
会
員
（
申
し
込
み
順
）

（
団
体
）

◇
株
式
会
社
タ
カ
ゾ
ノ	

仙
台
営
業
所
長　

遠
藤
広
明　

様

◇
株
式
会
社
ス
ズ
ケ
ン	

私
た
ち
は

芸
術
協
会
を
応
援
し
ま
す

　

当
協
会
と
韓
国
芸
術
文
化
団
体
総

連
合
会
大
邱
広
域
市
連
合
会（
以
下
、

大
邱
芸
総
）
と
の
交
流
事
業
が
「
仙

台
・
大
邱
国
際
芸
術
交
流
展

－

絵
画
・

写
真

－

」と
し
て
、せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ

ア
テ
ー
ク
を
会
場
に
7
月
22
日
か
ら

26
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

　

交
流
展
開
催
に
あ
た
り
7
月
20
日

か
ら
23
日
の
期
間
に
は
、
大
邱
芸
総

の
柳
瑩
佑
会
長
は
じ
め
16
名
の
訪
問

団
が
来
仙
し
た
。

　

交
流
展
で
は
当
協
会
か
ら
99
点

（
絵
画
64
・
写
真
35
）、
大
邱
芸
総

か
ら
50
点
の
作
品
を
展
示
。
一
般
公

開
に
先
立
つ
7
月
21
日
に
は
大
邱
訪

問
団
と
多
く
の
来
賓
、
出
品
者
の
参

加
に
よ
る
開
場
式
と
、
会
場
を
ア
ー

ク
ホ
テ
ル
仙
台
青
葉
通
り
に
移
し
た

大
邱
訪
問
団
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、

出
品
者
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

交
流
展
へ
の
来
場
者
は
１
、１
７
０

人
で
、多
く
の
来
場
者
に
恵
ま
れ
た
。

　

ま
た
、
7
月
21
日
に
行
わ
れ
た
交

流
協
定
の
協
議
で
は
、
今
後
2
年
間

の
交
流
事
業
を
「
両
国
の
伝
統
文
化

に
関
連
す
る
芸
術
分
野
」
の
交
流
と

し
て
実
施
し
、
今
回
締
結
し
た
平
成

29
・
30
年
度
に
係
る
協
定
を
も
っ
て

両
団
体
の
交
流
事
業
を
終
結
と
す
る

こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

国
際
交
流
展
の
開
場
式

北
仙
台
支
店
長　

小
川
雅
之　

様

◇�

ノ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
株
式

会
社代

表
取
締
役　

坂
本
省
司　

様

◇
株
式
会
社
イ
ヤ
サ
カ
仙
台
支
店

支
店
長　

東
野
昭
博　

様

◇
岩
渕
薬
品
株
式
会
社
葛
飾
営
業
所

所
長　

菅
澤
和
弘　

様

◇
ダ
ン
ロ
ッ
プ
タ
イ
ヤ
東
北
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

香
川
光
宏　

様

◇�

日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ

メ
ジ
ャ
メ
ン
ト
株
式
会
社
東
北
支
店

支
店
長　

三
浦 

誠　

様

◇
株
式
会
社
バ
ン
ザ
イ
仙
台
支
店

執
行
役
員
支
店
長 

髙
木
一
人 

様

◇�

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
株

式
会
社
仙
台
支
店

支
店
長　

中
條
太
志　

様

◇
日
新
製
鋼
建
材
株
式
会
社
東
北
支
店

支
店
長　

大
塚
清
隆　

様

◇�
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社
宮
城
カ
ン
パ
ニ
ー

社
長　

金
森
昭
洋　

様

◇
リ
ン
ナ
イ
株
式
会
社
東
北
支
社

支
社
長　

冨
田
真
令　

様

◇
エ
ム
ケ
ー
精
工
株
式
会
社
仙
台
支
店

支
店
長　

大
藤
保
男　

様

◇
株
式
会
社
タ
ツ
ノ
東
北
支
店

支
店
長　

枡
田
和
彦　

様

◇�

伊
藤
忠
丸
紅
住
商
テ
ク
ノ
ス
チ
ー

ル
株
式
会
社
東
北
支
社

支
社
長　

織
田
雅
宏　

様

◇�

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
東
北

支
店

支
店
長　

平
田
慶
介　

様

◇
コ
ク
ヨ
東
北
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長 

岡
竹
博
昭 

様

◇
株
式
会
社
ダ
イ
フ
ク
プ
ラ
ス
モ
ア

代
表
取
締
役　

井
狩 

彰　

様

◇
ク
リ
オ
ン
株
式
会
社
東
北
営
業
所

所
長　

疋
田
昌
毅　

様

◇
株
式
会
社
佐
浦

代
表
取
締
役
社
長 

佐
浦
弘
一 

様

◇�

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

株
式
会
社
東
北
統
括
本
部

本
部
長　

伊
藤
博
之　

様

◇
宝
酒
造
株
式
会
社
東
北
支
社

支
社
長　

竹
内
正
幸　

様

◇
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
仙
台
支
社

支
社
長　

垣
内
康
志　

様

◇
株
式
会
社
仙
台
銀
行

取
締
役
頭
取　

鈴
木 

隆　

様

◇
株
式
会
社
電
通
東
日
本
仙
台
支
社

支
社
長　

石
崎
徳
治　

様

◇
株
式
会
社
北
日
本
銀
行
仙
台
支
店

支
店
長　

北
田
俊
郎　

様

◇�

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
株
式
会
社
仙

台
支
店

支
店
長　

白
石
博
巳　

様

◇
同
和
興
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

佐
々
木 

茂　

様

◇�
ハ
リ
ウ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社

代
表
取
締
役　

針
生
英
一　

様

◇�

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社

仙
台
支
店支

店
長　

坡
山
奇
右　

様

◇
ビ
ユ
ー
テ
ー
株
式
会
社
仙
台
支
店

支
店
長　

若
月
信
二　

様

◇
株
式
会
社
菓
匠
三
全

代
表
取
締
役
社
長 

田
中
裕
人 

様

◇
株
式
会
社
富
士
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

東
北
支
社
長　

瀧
本
達
也　

様

◇
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
宮
城
株
式
会
社

営
業
統
括
部
長　

伊
藤
将
行　

様

◇
株
式
会
社
ユ
ヤ
マ

東
京
営
業
所
長　

黒
田
康
隆　

様

◇�

ア
ス
ト
モ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会

社
東
北
支
店

　

執
行
役
員
東
北
支
店
長相

馬
直
樹 

様

◇�

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保

険
株
式
会
社
仙
台
支
店

執
行
役
員
東
北
地
域
担
当 

高
橋
裕 

様

◇
株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行
仙
台
営
業
部

営
業
部
長　

藤
原
完　

様

◇
株
式
会
社
ビ
ー
・
プ
ロ

代
表
取
締
役　

江
馬
文
成　

様

◇
株
式
会
社
仙
台
89
Ｅ
Ｒ
Ｓ

代
表
取
締
役　

中
村
彰
久　

様

◇
株
式
会
社
七
十
七
銀
行

取
締
役
頭
取　

氏
家
照
彦　

様

◇
未
来
テ
ク
ノ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

堀
内
周
光　

様

（
個
人
）

◇
二
階
清
太　

様

大
邱
国
際
交
流
展
―
絵
画
・
写
真
―

７
月
22
日
～
26
日
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
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今
年
の
課
題
は
各
部
事
業
の
点
検

第
１
回
部
長
会
議
で
協
議

　

当
協
会
の
平
成
28
年
度
第
1
回
部

長
会
議
が
7
月
8
日
、
協
会
会
議
室

で
開
か
れ
た
。
議
題
は
①
第
53
回
宮

城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て
②
各
部
事
業

の
点
検
に
つ
い
て
③
そ
の
他
の
３
点
。

　

①
に
関
し
て
は
、
中
塚
仁
執
行
理

事
が
実
行
委
員
、
事
業
計
画
、
印
刷

物
、
部
門
ご
と
の
授
賞
割
り
当
て
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、
巡

回
展
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後

企
画
・
実
施
の
主
体
と
な
っ
て
い
る

県
教
委
と
の
間
で
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
事
業
担
当
の
渡

部
勝
彦
執
行
理
事
が
各
部
の
過
去
10

年
間
の
各
事
業
の
デ
ー
タ
を
示
し
て

活
動
実
績
を
報
告
。
全
体
と
し
て
、

作
品
展
や
催
事
へ
の
来
場
者
が
伸
び

悩
み
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
課

題
と
し
て
指
摘
し
た
。
そ
の
後
各
部

か
ら
事
業
の
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

8
月
上
旬
に
持
た
れ
る
各
部
長
・
副

部
長
と
執
行
理
事
と
の
話
し
合
い
な

ど
を
も
と
に
、
今
後
各
部
で
事
業
の

点
検
を
行
い
、
12
月
2
日
の
第
2
回

部
長
会
議
で
各
部
の
考
え
方
を
報
告

し
合
う
こ
と
に
な
っ
た

　

③
で
は
、
韓
国
・
大
邱
と
の
交
流

事
業
を
平
成
30
年
度
限
り
で
終
了
と

す
る
旨
を
大
邱
側
へ
申
し
入
れ
る
こ

と
に
し
た
、
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

針
生
乾
馬

（
本
名
嘉

昭
）
さ
ん
が

５
月
７
日
、

満
88
歳
で
永

眠
さ
れ
た
。
堤
焼
乾
馬
窯
の
四
代
目

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
き
た
針
生
さ
ん
。

ご
子
息
の
久
馬
さ
ん
か
ら
お
知
ら
せ

を
い
た
だ
い
て
、
言
葉
を
失
っ
た
。

　

針
生
さ
ん
は
昭
和
44
年
、
堤
焼
に

陶
芸
教
室
「
つ
つ
み
会
」
を
開
か
れ

た
。
そ
の
時
私
も
入
会
し
て
、
そ
れ

以
降
先
生
か
ら
、
制
作
の
こ
と
、
ろ

く
ろ
や
展
覧
会
、
個
展
の
こ
と
な

ど
、
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
。

　

昭
和
45
年
５
月
、
第
10
回
伝
統
工

芸
新
作
展
第
１
回
仙
台
展
が
、
三
越

仙
台
支
店
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

開
催
の
経
緯
に
つ
い
て
先
生
に
伺
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
先
生
は
開
催
で
き

た
要
因
を
三
つ
ほ
ど
あ
げ
た
後
、
そ

の
一
つ
と
し
て
「
同
展
開
催
の
受
け

皿
が
、
当
時
で
き
て
い
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

　

先
生
は
昭
和
38
年
頃
か
ら
東
京
の

デ
パ
ー
ト
で
個
展
を
開
催
す
る
な

ど
、
早
く
か
ら
中
央
に
進
出
し
て
活

躍
し
て
い
た
。
同
展
の
開
催
が
決
ま

る
と
、
宮
城
県
か
ら
も
出
品
者
が
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
宮
城
県

の
工
芸
家
を
訪
ね
て
出
品
を
す
す
め

た
。
そ
の
努
力
も
実
っ
て
、
地
元
入

選
者
を
含
め
た
第
１
回
展
の
開
催
と

な
っ
た
の
だ
が
、
同
展
は
現
在
も
続

い
て
お
り
、
宮
城
県
の
工
芸
の
振
興

に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
。

　

平
成
12
年
に
は
地
域
文
化
功
労
者

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞
、
平
成
13

年
に
は
仙
台
市
特
別
市
政
功
労
者
表

彰
を
受
賞
さ
れ
た
。
さ
ら
に
平
成
23

年
に
は
河
北
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ

た
。
そ
の
業
績
紹
介
で
、
な
ま
こ
釉

や
粉
引
な
ど
、
堤
焼
を
芸
術
作
品
に

高
め
た
、
と
あ
る
。
粉
引
の
抹
茶
碗

に
「
窯
変
で
お
き
た
移
し
辰
砂
」
の

紫
と
も
紅
と
も
い
え
ぬ
作
品
に
、
多

く
の
人
の
心
が
惹
き
付
け
ら
れ
た
。

受
賞
さ
れ
た
時
の
新
聞
に
は
、
満
面

の
笑
み
を
浮
べ
た
先
生
の
顔
写
真
と

共
に「
親
子
二
代
で
の
受
賞
を
喜
ぶ
」

と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
。

　

何
年
前
に
な
る
か
、
先
生
に
お
会

い
し
た
時
「
目
は
不
自
由
に
な
っ
た

が
、
ろ
く
ろ
は
ひ
け
る
よ
」
と
笑
っ

て
話
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
今
、
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

針
生
乾
馬
名
誉
会
員
を
悼
む

名
誉
会
員
　
髙
倉
　
　
健

　

今
年
の
文
学
散
歩
は
「
群
馬
の
う
た
び
と
た
ち
と

富
岡
製
糸
場
」
を
テ
ー
マ
に
、
９
月
27
日
（
火
）、
28

日
（
水
）
の
両
日
、
群
馬
県
の
前
橋
市
、
安
中
市
、

富
岡
市
、
高
崎
市
を
巡
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

前
橋
市
で
は
、
萩
原
朔
太
郎
や
、
近
代
詩
の
詩
人

を
紹
介
す
る
前
橋
文
学
館
を
見
学
。
安
中
市
に
移
動

し
、
新
島
襄
旧
宅
を
訪
ね
、
舌
切
り
雀
の
発
祥
の
地

磯
部
温
泉
「
磯
部
ガ
ー
デ
ン
」
に
宿
泊
。

　

翌
日
は
、
世
界
遺
産
の
富
岡
製
糸
場
を
見
学
後
、

村
上
鬼
城
菩
提
寺
の
句
碑
を
見
る
。
昼
食
は
高
崎
市

役
所
レ
ス
ト
ラ
ン
（
21
階
）。
こ
こ
か
ら
高
崎
市
内
が

一
望
で
き
る
。
昼
食
後
、
村
上
鬼
城
記
念
館
、
土
屋

文
明
記
念
文
学
館
と
二
つ
の
文
学
館
を
巡
る
。

　

今
回
も
見
学
場
所
を
厳
選
し
、
充
実
し
た
内
容
の

文
学
散
歩
な
の
で
、
会
員
以
外
の
参
加
も
期
待
。

▽
期
日
＝
９
月
27
日
・
28
日
▽
募
集
人
員
＝
40
名
▽

参
加
費
２
万
９
千
５
百
円
▽
申
込
み
＝
９
月
13
日

（
火
）
ま
で
に
、
芸
術
協
会
事
務
局
へ
。

9 月 27 日（火）・28 日（水）

文学散歩参加者募集

世
界
遺
産
富
岡
製
紙
場

群馬のうたびとたちと富岡製糸場
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芸
協
の
名

誉
会
員
で
、

日
洋
会
会
員

で
も
あ
っ
た

新
澤
玉
雄
先

生
が
５
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
大
正

10
年
生
ま
れ
の
95
歳
。
葬
儀
当
日
に

ご
逝
去
を
知
り
、
あ
わ
て
て
友
人
の

飯
淵
健
一
君
を
誘
っ
て
泉
区
の
葬
儀

会
場
に
向
か
っ
た
。
会
場
に
は
、
優

し
く
少
し
微
笑
ん
で
い
る
よ
う
な
玉

雄
先
生
の
遺
影
が
飾
ら
れ
て
い
た
。

葬
儀
は
静
か
で
清
ら
か
な
空
気
の
中

で
営
ま
れ
、
先
生
の
お
人
柄
が
偲
ば

れ
る
よ
う
な
お
別
れ
で
あ
っ
た
。

　

新
澤
先
生
は
古
川
町（
現
大
崎
市
）

に
生
ま
れ
、
旧
制
古
川
中
学
校
か
ら

東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
芸
大
）
に

進
学
。
戦
時
中
の
こ
と
で
、
繰
り
上

げ
卒
業
と
同
時
に
軍
隊
に
召
集
さ

れ
、気
象
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
た
。

特
攻
隊
出
撃
に
適
し
た
天
候
か
ど
う

か
を
判
断
し
て
、
特
攻
隊
を
見
送
る

毎
日
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
飛
行
機

の
整
備
に
も
携
わ
っ
て
い
た
、
と
聞

い
た
こ
と
も
あ
る
。

　

終
戦
後
は
、
佐
藤
多
都
夫
先
生
な

ど
と
共
に
い
ち
早
く
美
術
団
体
「
新

現
会
」
を
創
設
。
高
校
の
美
術
教
育

に
も
力
を
入
れ
て
、
美
育
研
究
会
を

立
ち
上
げ
る
な
ど
、
大
き
な
功
績
を

残
さ
れ
た
。

　

常
盤
木
学
園
の
美
術
教
師
と
し
て

も
永
年
勤
め
ら
れ
、
最
後
は
校
長
、

理
事
も
勤
め
ら
れ
る
な
ど
、
女
子
教

育
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

　

ご
自
身
の
制
作
に
も
励
ま
れ
、
第

14
回
河
北
美
術
展
で
河
北
賞
を
受

賞
。
更
に
15
、
23
回
、
27
回
展
で
も

受
賞
を
重
ね
ら
れ
て
、
29
回
展
か
ら

は
招
待
作
家
、
49
回
展
か
ら
顧
問
を

務
め
ら
れ
た
。

　

芸
術
協
会
の
絵
画
展
に
も
毎
年
出

品
さ
れ
、
娘
さ
ん
や
奥
様
、
女
学
生

を
描
き
続
け
た
人
物
画
に
は
、
定
評

が
あ
っ
た
。
奥
様
を
描
か
れ
た
日
展

入
選
作
「
婦
人
像
」
が
、
強
く
印
象

に
残
っ
て
い
る
。
光
風
会
展
や
日
洋

展
に
も
永
年
、出
品
を
続
け
ら
れ
た
。

　

多
く
を
語
ら
な
い
先
生
だ
っ
た

が
、
そ
の
誠
実
な
生
き
方
は
、
わ
れ

わ
れ
後
輩
に
多
く
の
宝
を
残
し
て
く

れ
た
よ
う
に
思
う
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
先
生
の
在
り
し
日

を
偲
び
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

新
澤
玉
雄
先
生
を
偲
ん
で

名
誉
会
員
　
渡
辺
　
雄
彦

　

　

平
成
28
年
度
の
研
修
旅
行
は
7
年
ぶ
り
に
中
国
を

訪
ね
る
「
江
南
の
旅
～
上
海
・
烏
鎮
（
ウ
ー
チ
ン
）・

紹
興
・
杭
州
～
」
と
な
っ
た
。
11
月
9
日
か
ら
13
日

ま
で
、上
海
を
皮
切
り
に
、烏
鎮・紹
興・杭
州
を
巡
る
。

　

烏
鎮
は
、
浙
江
省
北
部
に
位
置
し
、
水
路
を
主
な

交
通
手
段
と
す
る
唐
代
か
ら
の
生
活
風
景
を
残
す
、

静
か
な
水
郷
村
落
で
あ
る
。
紹
興
酒
の
産
地
で
有
名

な
紹
興
で
は
、王
羲
之
が
曲
水
の
宴
を
開
き
「
蘭
亭
序
」

を
草
し
た
と
さ
れ
る
蘭
亭
、
仙
台
と
ゆ
か
り
の
深
い

魯
迅
の
生
家
や
記
念
館
を
訪
ね
る
。
ま
た
、
杭
州
で

は
中
国
随
一
の
景
勝
地
の
西
湖
で
絶
世
の
美
女
西
施

に
ま
つ
わ
る
美
し
い
風
景
を
愛
で
る
。

　

今
回
の
研
修
旅
行
は
、
異
国
情
緒
豊
か
な
水
郷
の

風
景
、
書
家
必
見
の
蘭
亭
、
魯
迅
の
故
居
、
世
界
遺

産
の
西
湖
な
ど
、
多
彩
で
見
所
の
多
い
旅
と
な
る
。

　

詳
し
い
日
程
や
旅
行
費
用
な
ど
は
同
封
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
と
お
り
で
、
申
し
込
み
は
10
月
14
日
（
金
）

ま
で
河
北
新
報
ト
ラ
ベ
ル
か
芸
協
事
務
局
へ
。

第
53
回
芸
術
祭
準
備
着
々

展
示
部
門
の
開
幕
は
９
月
23
日

　
第
53
回
宮
城
県
芸
術
祭
は
、
新
た
に

加
わ
っ
た
9
月
17
日
（
土
）
開
催
の
ピ

ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

（
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
）
を

振
り
出
し
に
、
9
月
23
日
（
金
）
の
開

会
式
（
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
）、

11
月
24
日
（
木
）
の
表
彰
式
（
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
）
な
ど
を

経
て
、
３
月
19
日
（
日
）
の
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
本
選
（
日
立
シ
ス
テ
ム

ズ
ホ
ー
ル
仙
台
）
ま
で
実
施
さ
れ
る
。

　

現
在
、
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
お
り
、な
か
で
も
文
芸
作
品・絵
画・

彫
刻
・
写
真
の
各
公
募
で
は
、
少
し

で
も
多
く
の
応
募
が
あ
る
よ
う
、
学

校
や
関
係
機
関
な
ど
に
募
集
要
項
を

送
る
な
ど
し
て
周
知
に
努
め
て
い
る
。

応
募
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
他
は

事
務
局
ま
で
。

　

第
53
回
芸
術
祭
の
巡
回
展
は
、
絵

画
・
書
道
展
が
10
月
25
日
（
火
）
か

ら
30
日
（
日
）
ま
で
、
富
谷
市
の
成

田
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
。

　

人
口
増
加
が
著
し
い
富
谷
町
は
、

10
月
10
日
に
市
に
移
行
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
お
り
、
今
回
の
巡
回
展
は

富
谷
市
、
同
教
育
委
員
会
と
共
催
し
、

地
元
芸
術
協
会
も
含
め
た
市
制
移
行

記
念
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。

巡
回
展
は
富
谷
市
で

11 月 9 日（水）～ 13 日（日）

研修旅行参加者募集

中国江南の旅～上海・烏鎮・紹興・杭州～

情
緒
豊
か
な
烏
鎮
の
水
郷
風
景
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平 成 27 年 度 事 業 報 告
（１）宮城県芸術祭の開催【公益目的事業１】

事業種別 事業名 期日 会場 入場者数 作品点数・出演者等

展 示 関 係 事 業

書道展 9/25 ～ 9/30 せんだいメディアテーク5・6F 3,254名 289点
工芸展 9/25 ～ 9/30 せんだいメディアテーク5F 1,681名 81点
華道展 10/2 ～ 10/7 せんだいメディアテーク5F 3,372名 前期34点・後期34点
写真展・写真公募展 10/2 ～ 10/7 せんだいメディアテーク5F 3,092名 会員展94点・公募展入選91点
彫刻展・彫刻公募展 10/2 ～ 10/7 せんだいメディアテーク6F 3,268名 会員22点・招待1点・公募6点
絵画展（公募の部） 10/2 ～ 10/7 せんだいメディアテーク6F 3,268名 137点

絵画展 10/9 ～ 10/14 せんだいメディアテーク5・6F 9,567名 日 本 画　56点・ 洋 画170点・
役員等83点

演 奏 関 係 事 業
長唄演奏会 10/25 仙台市民会館 207名 28名
音楽会 11/5 日立システムズホール仙台 439名 19名

文 芸 関 係 事 業

文学散歩 9/29-9/30 福島県会津方面 － 参加者32名
「宮城県文芸年鑑」発行 10/15 － － 800部発行

文芸祭 10/17 東京エレクトロンホール宮城 133名 文芸公募：一般454点・ジュ
ニア196点

茶 会 茶会 10/11・18・25 輪王寺 3,829名 －
巡 回 展 事 業 絵画・書道展栗原展 10/27 ～ 11/1 栗原文化会館 332名 86点（絵画：49点・書道：37点）

コ ン ク ー ル 事 業 第36回ピアノコンクール

予選2/14 日立システムズホール仙台 408名
119名（初級Ａ：13名・Ｂ：18名、
中級Ａ：31名、Ｂ25名、上級
Ａ：19名、Ｂ：13名）

本選3/25 日立システムズホール仙台 318名
56名（初級Ａ：6名・Ｂ：9名、
中級Ａ：15名、Ｂ12名、上級
Ａ：8名、Ｂ：6名）

（２）芸術文化の振興に関する展覧会、講演会、研究会、発表会などの主催又は後援【公益目的事業2】
事業種別 事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 作品点数・出演者等

鑑賞機会提供事業

第52回宮城県芸術祭
絵画展受賞者作品展 1/19 ～ 1/24 東京エレクトロンホール宮城 688名

会員の部42点・公募の部16点
［共催：公益財団法人宮城県
文化振興財団］

宮城県芸術協会絵画部門
「選ばれし作品の軌跡」
－平成の芸術祭賞13年－

2/2 ～ 3/13 カメイ美術館 1,907名 21点
［共催：カメイ美術館］

みやぎミュージックフェスタ2015inみさと 2/28 美里町文化会館 750名

当協会出演会員12名
共催：美里町・美里町教育委
員会、公益財団法人宮城県文
化振興財団、NPO法人美里
町文化振興事業団

伝統文化体験事業 第19回杜の都大茶会 6/13・14 勾当台公園 9,339名 －

人 材 育 成 事 業

県民との美術交流・ギャラリートーク 10/11 せんだいメディアテーク5F・6F 78名 講師：髙橋　誠氏

書道部による県内小中学校への
講師派遣事業

期日 学校 対象学年 担当会員 期日 学校 対象学年 担当会員
11/9 東松島市立大曲小学校 2－4年 後藤　大峰 12/8 気仙沼市立階上小学校 3－6年 菊田　杏仙
11/12 角田市立西根小学校 6年 後藤　大峰 12/14 仙台市立作並小学校 3－6年 中塚　　仁
11/19 仙台市立松森小学校 3年 小日向慶可 12/15 角田市立角田小学校 2年 池田　僊雲
11/27 柴田町立船岡小学校 6年 中塚　　仁 12/17 富谷町立日吉台中学校 1年 池田　僊雲
12/4 大崎市立高倉小学校 3－6年 千葉　華紅 12/17 塩竈市立第二小学校 4年 建部　恭子
12/8 登米市立登米中学校 1－3年 太田　蓮紅 12/17 大崎市立大貫小学校 3－6年 佐々木一峰

後 援 事 業 「河北美術展」・「河北書道展」・「河北工芸展」など、本協会に本年度申請された84件の作品展や演奏会に対し、後援名義の使用許可及
び賞交付による賞状や賞品等の提供に応じた。

 （３）国内及び国外との芸術文化の交流【公益目的事業3】
事業種別 事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 作品点数・出演者等

東北・北海道芸術文化
団体協議会交流事業 東北・北海道交流写真展 6/12 ～ 6/17 山形県芸文美術館 400名 出品作品86点（内本協会：10

点）

仙 台・ 大 邱 国 際
芸 術 交 流 事 業

（日・韓国際交流）
仙台・大邱交流絵画・写真展 10/12 ～ 10/15 大邱文化芸術会館 10,190名

大邱訪問団12名
本協会出品作品　絵画：26・
写真：21

（４）会員の資質向上のための研修会等の実施及び調査研究並びに出版物の刊行など【他事業】
事業種別 事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 備考

会 員 研 修

講演会 5/30 仙台市福祉プラザ 109名 「芸術家が驚いた芸術の底力」
講師：水戸　一志氏（文芸部会員）

絵画部スケッチ研修会 5/16・17 福島県南会津町 33名 前沢・水引集落

書道部研修会 9/27 エルパーク仙台 80名
「白萩と伊達政宗」
講師：東海林恒英氏・佐藤憲一氏
池田僊雲氏（書道部会員）

第42回研修旅行 11/16 ～ 11/21 タイ・ミャンマー 10名 タイ：チェンマイ、チェンライ、バンコク
発 行 機関紙「はなやま」発行 年間4回発行：204号（4/30）・205号（7/31）・206号（11/16）・207号（1/29）　　各2,550部発行
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平成27年度正味財産増減計算書　[決算]
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

科目
公益目的事業会計

収益事業等会計 法人会計 合計
公1 公2 公3 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部  　 　 　

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 2,500 2,500 0 0 2,500

受取入会金 0 0 0 880,000 880,000 0 880,000 1,760,000

受取会費 0 0 0 10,905,000 10,905,000 0 10,655,000 21,560,000

事業収益 5,464,880 56,000 1,110,000 0 6,630,880 2,686,000 0 9,316,880

受取補助金等 200,000 0 300,000 0 500,000 0 0 500,000

受取負担金 12,899,400 0 0 0 12,899,400 0 0 12,899,400

受取寄附金 110,000 0 0 0 110,000 0 0 110,000

雑収益 142,500 0 0 10,499 152,999 0 0 152,999

経常収益計 18,816,780 56,000 1,410,000 11,797,999 32,080,779 2,686,000 11,535,000 46,301,779

（２）経常費用

事業費 27,134,049 2,268,119 3,656,928 180,000 33,239,096 6,132,468 0 39,371,564

管理費 0 0 0 0 0 0 9,172,618 9,172,618

経常費用計 27,134,049 2,268,119 3,656,928 180,000 33,239,096 6,132,468 9,172,618 48,544,182

当期経常増減額 △8,317,269 △2,212,119 △2,246,928 11,617,999 △1,158,317 △3,446,468 2,362,382 △2,242,403

２．経常外増減の部   

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 8,500,730 2,212,119 2,246,928 △14,033,463 △1,073,686 3,436,068 △2,362,382 0

当期一般正味財産増減額 183,461 0 0 △2,415,464 △2,232,003 △10,400 0 △2,242,403

一般正味財産期首残高 331,894 0 0 45,871,742 46,203,636 10,400 0 46,214,036

一般正味財産期末残高 515,355 0 0 43,456,278 43,971,633 0 0 43,971,633

Ⅱ　指定正味財産増減の部

寄附金 0 0 0 0 0 0 0 0

一般指定財産への振替額 30,000 0 0 0 30,000 0 0 30,000

当期指定正味財産増減額 △30,000 0 0 0 △30,000 0 0 △30,000

指定正味財産期首残高 220,000 0 0 0 220,000 0 0 220,000

指定正味財産期末残高 190,000 0 0 0 190,000 0 0 190,000

Ⅲ　正味財産期末残高 705,355 0 0 0 44,161,633 0 0 44,161,633

ａ：公益目的事業経常費用計 ｂ：当年度年間全体経常費用 公益目的事業比率（ａ／ｂ）

33,239,096 48,544,182 68%

　

河
北
新
報
社
な
ど
主
催
の
「
第
5

回
全
国
や
き
も
の
フ
ェ
ア
in
み
や
ぎ
」

が
7
月
14
日
～
18
日
に
夢
メ
ッ
セ
み

や
ぎ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
「
あ
な
た
の
お
気
に
入
り

を
探
し
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
か

ら
参
加
し
た
120
の
窯
元
・
作
家
が
作

品
を
展
示
・
販
売
し
た
。

　

抹
茶
碗
な
ど
茶
器
・
茶
道
具
の
出

展
も
多
い
こ
と
か
ら
、
会
場
に
は
茶

席
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
当
協
会

茶
道
部
加
盟
の
5
流
派
が
茶
道
の
普

及
啓
発
の
た
め
こ
れ
に
協
力
。
表
千

家
、
宗

流
、
裏
千
家
、
玉
川
遠
州

流
、
遠
州
流
茶
道
が
日
替
わ
り
で
呈

茶
し
、
や
き
も
の
を
目
あ
て
に
来
場

し
た
フ
ァ
ン
を
も
て
な
し
た
。

第
５
回
全
国
や
き
も
の
フ
ェ
ア

茶
席
コ
ー
ナ
ー
で
お
も
て
な
し

茶
道
部
の
５
流
派会場に設けられた茶席でもてなす席主
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ど
ん
よ
り
し
た
梅
雨
空
の
下
で
、

ペ
ン
を
執
っ
て
い
る
。
震
災
地
の
熊

本
な
ど
九
州
地
方
で
は
大
雨
が
続
い

て
い
る
一
方
、
関
東
の
利
根
川
水
系

な
ど
は
水
不
足
が
心
配
さ
れ
る
な

ど
、
天
の
配
剤
は
相
変
わ
ら
ず
い
び

つ
な
面
も
あ
る
。
東
北
な
ど
は
暑
い

夏
が
予
想
さ
れ
て
い
る
の
で
、
熱
中

症
に
は
十
分
に
ご
注
意
を
▼
参
院
選

が
終
わ
り
、
都
知
事
選
の
投
開
票
も

間
近
。
８
月
の
声
を
聞
け
ば
す
ぐ
に

リ
オ
五
輪
、
引
き
続
き
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
幕
す
る
。
五
輪
の
日
本

代
表
は
、
前
回
ロ
ン
ド
ン
大
会
の
２

倍
に
当
た
る
金
メ
ダ
ル
14
個
を
目
標

に
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
ど
う
か

▼
衝
撃
的
な
事
件
も
絶
え
な
い
。
パ

リ
の
同
時
テ
ロ
、
米
・
フ
ロ
リ
ダ
の

ク
ラ
ブ
襲
撃
テ
ロ
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
飲
食
店
人
質
テ
ロ
と
続
き
、

バ
ン
グ
ラ
で
は
日
本
人
７
人
が
犠
牲

に
な
っ
た
。
テ
ロ
の
防
止
は
世
界
共

通
の
課
題
だ
▼
こ
う
し
た
内
外
の
情

勢
を
縫
っ
て
、
韓
国
・
大
邱
の
訪
日

団
が
７
月
20
日
来
仙
。
せ
ん
だ
い
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
絵
画
・
写
真
展
を

開
き
、
昨
年
秋
に
大
邱
を
訪
れ
た
当

協
会
の
会
員
と
交
流
を
深
め
た
。
一

行
は
同
23
日
に
帰
国
し
た
が
、
友
好

の
芽
は
今
後
も
育
て
て
い
き
た
い
も

の
だ
。�

（
恂
）

事
務
局
日
誌

会 
務 
報 
告

４
・
18　

監
事
会

○�

平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
会
計
監
査

４
・
22　

理
事
会

○�

平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
の
承
認
に
つ
い
て

○
役
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

○�

平
成
28
年
度
定
時
総
会
の
開
催
に
つ

い
て

○
印
章
管
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

○
名
誉
会
員
に
つ
い
て

○
新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

○
大
邱
と
の
交
流
事
業
に
つ
い
て

６
・
４　

平
成
28
年
度
定
時
総
会

○�

平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
の
承
認
に
つ
い
て

○
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

６
・
４　

理
事
会

○�

理
事
長
及
び
執
行
理
事
の
選
定
に
つ

い
て

○�

新
入
会
員
（
正
会
員
）
の
承
認
に
つ

い
て

○
賛
助
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

○
参
事
の
推
薦
に
つ
い
て

６
・
８　

第
53
回
宮
城
県
芸
術
祭
委
員
会

○
第
53
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

７
・
８　

第
１
回
部
長
会
議

○
第
53
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

○
各
部
事
業
の
点
検
に
つ
い
て

後　
　
　

援

☆�

『
栗
原
市
所
蔵
作
品
に
よ
る
狹
間
二

郎
回
顧
展
―
「
絵
は
ポ
エ
ジ
ー
」
と

語
っ
た
画
家
の
遺
作
―
』

５
月
31
日
～
７
月
24
日

カ
メ
イ
美
術
館

☆�

第
47
回
（
一
社
）
創
元
会
宮
城
県
支

部
展

６
月
10
日
～
15
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

い
け
ば
な
清
泉
古
流
仙
台
支
部
展
～

水
辺
を
い
け
る
～

７
月
２
日
～
３
日

清
泉
古
流
華
道
会
館

☆
第
52
回
宮
城
水
彩
展
「
栗
原
展
」

７
月
８
日
～
17
日

栗
原
文
化
会
館

☆
第
62
回
全
国
公
募
圖
南
書
道
展

７
月
15
日
～
20
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

チ
ル
コ
ロ
・
マ
ン
ド
リ
ニ
ス
テ
ィ
コ
・

フ
ロ
ー
ラ
第
30
回
ソ
ロ
と
マ
ン
ド
リ

ン
の
集
い

７
月
16
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆
第
27
回
宮
城
示
現
会
美
里
展

７
月
17
日
～
24
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆�
第
35
回
板
橋
健
独
唱
会
〈
声
に
よ
る

表
現
の
可
能
性
を
求
め
て
〉

７
月
22
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆�

み
や
ぎ
県
立
こ
ど
も
病
院
「
石
を
用

い
た
美
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

７
月
25
日
～
28
日

宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院

☆
第
44
回
宮
城
野
書
道
展

７
月
29
日
～
８
月
２
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
４
回
リ
ア
ン
協
会
絵
画
展

７
月
29
日
～
８
月
３
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
39
回
仙
台
の
四
季
を
描
く
絵
画
展

７
月
29
日
～
８
月
３
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
玄
穹
社
展
併
催
第
８
回
玄
穹
社
学
生
展

８
月
５
日
～
８
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
63
回
河
北
書
道
展

８
月
11
日
～
16
日

藤
崎
本
館
７
階
催
事
場
他

☆�

宮
城
野
書
人
会
選
抜
展
併
催
学
生
書

道
展

８
月
12
日
～
17
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
44
回
宮
城
二
紀
展

８
月
19
日
～
24
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
40
回
宮
城
新
協
美
術
展

８
月
24
日
～
29
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆�

第
30
回
日
洋
展
仙
台
会
場
・
２
０
１
６

　

日
洋
会
東
北
支
部
展

８
月
26
日
～
31
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

２
０
１
６
仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
第
41
回

公
演
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

９
月
３
日
～
４
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆
ト
リ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
18
日

N
ola

☆
翆
桂
社
社
中
展

９
月
27
日
～
10
月
１
日

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆�

第
36
回
「
日
本
の
調
べ
」
演
奏
会　

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
事
業

10
月
15
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆�

第
29
回
み
や
ぎ
発
明
く
ふ
う
展
及
び

第
20
回
み
や
ぎ
未
来
の
科
学
の
夢
絵

画
展

10
月
25
日
～
29
日

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆
歌
い
つ
が
れ
ゆ
く
日
本
の
歌

10
月
28
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
第
25
回
河
北
工
芸
展

10
月
28
日
～
11
月
３
日

T
FU

ギ
ャ
ラ
リ
ーM

ini M
ori

☆
レ
パ
ー
ト
リ
ー
研
究
会
５

11
月
２
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆�

第
40
回
一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真

部
東
北
地
区
公
募
展

11
月
17
日
～
20
日

八
戸
市
美
術
館

☆�

混
声
合
唱
団
ク
ー
ル
・
リ
ュ
ミ
エ
ー

ル
第
50
回
定
期
演
奏
会

11
月
19
日

東
北
大
学
百
周
年
記
念
会
館
川
内
萩

ホ
ー
ル

☆
第
24
回
宮
城
シ
ニ
ア
美
術
展

12
月
１
日
～
４
日

宮
城
県
美
術
館

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
71
回
春
の
院
展

▽
入
選
＝
大
泉
佐
代
子
、佐
々
木
啓
子
、

三
浦
長
悦
、
毛
利
洋
子

◇
第
10
回
全
日
本
福
祉
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

▽
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
賞
＝
古
内
克
永

◇
第
62
回
全
国
公
募
東
北
書
道
展

〈
一
般
部
か
な
〉
▽
宮
城
県
芸
術
協
会

賞
＝
菅
野
直
舟

◇
第
56
回
東
日
本
伝
統
工
芸
展

▽
東
京
都
知
事
賞
＝
〈
諸
工
芸
〉
種
澤

有
希
子

▽
入
選
＝
〈
陶
芸
〉
岩
井
純
、
岸
上
ま

み
子
、
中
山
晴
代
、
橋
本
昌
彦
、〈
木

竹
工
〉
＝
本
間
潔
、渡
邉
榮
、〈
諸
工
芸
〉

＝
佐
瀬
た
か
子
、
松
本
幸
恵

受　

贈　

書

歌
文
集　

木
か
げ
の
揺
れ
て
（
原
田
夏

子
）、
篆
刻
・
書　

髙
野
芳
月
作
品
集

（
髙
野
芳
月
）、
洋
舞
公
演
四
十
五
年
の

あ
ゆ
み
（
宮
城
県
洋
舞
団
体
連
合
会
）、

河
北
Ｔ
Ｂ
Ｃ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

「
短
歌
～
実
作
と
鑑
賞
」
講
座
作
品
集

「
夕
星
」（
斉
藤
梢
）

謹
　
　
弔

書
道
部�

桶
川
大
州
殿

平
成
27
年
12
月
11
日

文
芸
部
（
短
歌
）�

栗
原
正
寿
殿

12
月
18
日

絵
画
部
（
洋
画
）�

野
村
健
司
殿

平
成
28
年
４
月
29
日

工
芸
部
（
陶
芸
）�

針
生
乾
馬
殿

５
月
７
日

絵
画
部
（
洋
画
）�

新
澤
玉
雄
殿

５
月
27
日

文
芸
部
（
散
文
・
小
説
）

宇
津
志
勇
三
殿

６
月
７
日

文
芸
部
（
短
歌
）�

桂
重
俊
殿

６
月
16
日

書
道
部�

佐
藤
静
香
殿

７
月
１
日


